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井原山（いわらやま）983mのイチリンソウ、ニリンソウ 



春先に花を咲かせ、落葉広葉樹林の若葉が広がる頃には地上部は枯れてなくなり、
その後は翌春まで地中の地下茎で過ごすスプリング・エフェメラルの一種である。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%BD%E8%91%89%E5%BA%83%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%A9%E3%83%AB


クルマムグラ：日陰の花で、薄暗い林の中で見られる。 

車の車輪のように輪生する葉の上に小さな花をつける。 
 







 ひとつの茎に花をひとつだけ咲かせるのでイチリンソウと呼ばれる。しかしひとつの茎に
花を2個つけることもあり、群生地ではかなりの頻度で２花のイチリンソウが見られる。 











隣接地から垣根を通して進入
してくることがカキドオシの名
前の由来となっている。 

全草を乾燥したものは和種・連
銭草（れんせんそう）中国種・
金銭草という名で生薬にされ、
子供の癇の虫に効くとされる。
このことからカントリソウの 

別名がある。 

ヨーロッパ原産の斑入り種は
見た目の美しさから、属名の
「グレコマ」という名称で園芸や

グランドカバー目的に 
栽培、販売がされている。 

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%99%87%E3%81%AE%E8%99%AB&action=edit&redlink=1


日本では本州、四国、九州に、日本国外では朝鮮半島、中国に分布し、 
山地の林内の湿った場所や渓流沿いに自生する。 

名の由来は、渡辺綱が羅生門で切り落としたとされる鬼女の腕に見立てたものとされる。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A1%E8%BE%BA%E7%B6%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A1%E8%BE%BA%E7%B6%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%85%E5%9F%8E%E9%96%80


日本では北海道、本州、四国、九州に、日本国外では朝鮮半島、中国、カラフトに分
布し、山地の林内や日当たりの良いやや乾いた草原に自生する。花は日があたって
いる時だけ開き、曇天、雨天時は、筆先の形をした蕾状態になって閉じている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%89%E5%8E%9F


球根や葉にはシュウ酸カルシウムの針状結晶が含まれ、有毒。 
誤って食すと口中からのどまでに激痛がはしり、 
唾を飲み下すことすらできないほどとなる。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%90%83%E6%A0%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%91%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%82%A6%E9%85%B8%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%82%A6%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%87%9D%E7%8A%B6%E7%B5%90%E6%99%B6&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%BE








東アジア、東南アジア
の温帯、暖帯に分布し、
約9種知られている。 

ミヤマシキミの各品
種は欧米を中心に
花・実を観賞するた
めに栽培されるが、
日本ではあまり栽培

されない。 

果実は赤く目立つが

有毒である。 
 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E6%AF%92%E6%A4%8D%E7%89%A9















